
「絵本のまち板橋」とは

板橋区では、友好都市であるイタリア・ボローニャ市との交流や、印刷産業が多く立地する区の特徴を活
かした板橋ならではのブランドとして、令和８年１月に発出した「みんなに かけ橋 いたばし創造都市宣
言」に則り、絵本の持つ創造性と寛容性を活かし、「絵本のまち」を推進しています。

「絵本のまち板橋」ホームページ
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/kusei/promotion/1025922/index.html

●イタリア・ボローニャ市との交流
板橋区立美術館で「ボローニャ国際絵本原画展」を開催して以来交流が続き、友好都市交流協定を締結。
中央図書館に併設される「いたばしボローニャ絵本館」では、同市から寄贈された約３万冊の絵本を収蔵。
ボローニャ児童図書展事務局からの児童図書寄贈を受けて「ボローニャ・ブックフェアinいたばし」や、
外国語絵本の翻訳作品を募集する「いたばし国際絵本翻訳大賞」を毎年実施している。

●板橋区の印刷製本業
板橋区は東京都内の中でも特にものづくりが盛んな地域であり、令和3年度の統計調査では、製造出荷額等
の項目で、23区中第3位（2兆9,986億円）となっている。また、印刷・同関連業についても、23区中2位
（全国で3位 823億円）で印刷施本業に強い地域である。

芸術・文化・デザインなどの創造的な活動を、地域の価値創出と課題解決、そして人と人の交流へとつなげる考え
方を持ち、その取組を継続して進める都市のこと。

経済的、社会的、文化的、環境的側面において、創造性を持続可能な開発の戦略的要素として認識している都市間
の協力を強化することを目的として2004年にユネスコが創設したネットワークのこと。
８つの分野（文学・映画・音楽・クラフト＆フォークアート・デザイン・メディアアート・食文化・建築）で、世

界90か国超から約350都市が加盟。

創造都市とは

「絵本のまち板橋」とは

ユネスコ創造都市ネットワーク（UCCN）とは
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